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マチごとゼロカーボン市民会議



司会の自己紹介

1

早稲田大学人間科学学術院

平塚 基志
気候変動を知っている。対策で
きる。なぜ対策は進まないのか？



開会の挨拶
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所沢市長

藤本 正人
ゼロカーボンシティ
～2050年までにCO2排出量実質ゼロ
を目指します～



市民会議趣旨・目的説明
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マチごとエコタウン推進課

吉田 美由紀
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参加者の紹介
（他己紹介）



参加者の紹介（他己紹介）
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2. 用紙を4つ折り
1. ペアの決定

3. パートナーに自己紹介
⇒用紙に4つのことを書き込み

4. 用紙を使ってグループ内で他己
紹介（パートナーのことを紹介）
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『所沢市の好きなところ・魅力
だと思うところ』を話し合おう



グループをまたいで“所沢”を考える
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グループごとに話し合い
第1ラウンド（10分間）

テーマについて話し合いながら、ポスト
イットに書き込んでシェアする

『所沢市の好きなと
ころ・魅力だと思う
ところ』を探求する



“所沢”を考えるときのエチケット

•問いに集中して話し合いましょう
•あなたの考えを積極的に話しましょう
•話は短く、簡潔にしましょう。
•相手の話に耳を傾けましょう・共に耳を傾けあいましょう。
•遊び心で、いたずら書きしたり、絵を描いたりしましょう。
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グループをまたいで“所沢”を考える
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グループごとに話し合い
第1ラウンド（10分間）

テーマについて話し合いながら、ポスト
イットに書き込んでシェアする

『所沢市の好きなと
ころ・魅力だと思う
ところ』を探求する

席替え

グループごとに話し合い
第2ラウンド（10分間）

各テーブルに1人（留守番役）を残し、
他のメンバーは「旅人」として別のテーブ
ルに移動する。
①留守番役が自分のテーブルの対話
内容を説明する。
②旅人は自分のテーブルで出たアイデ
アを紹介し、つながりを探る。

対話内容
を説明・シェアする

ホスト
旅人

旅人



グループをまたいで“所沢”を考える
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グループごとに話し合い
第1ラウンド（10分間）

テーマについて話し合いながら、ポスト
イットに書き込んでシェアする

『所沢市の好きなと
ころ・魅力だと思う
ところ』を探求する

席替え

グループごとに話し合い
第2ラウンド（10分間）

各テーブルに1人（留守番役）を残し、
他のメンバーは「旅人」として別のテーブ
ルに移動する。
①留守番役が自分のテーブルの対話
内容を説明する。
②旅人は自分のテーブルで出たアイデ
アを紹介し、つながりを探る。

対話内容
を説明・シェアする

席替え

グループごとに話し合い
第3ラウンド（7分間）

旅人は元のテーブルに戻り、旅先で得
たアイデアを紹介しながら対話を続ける

気づきや発見を
シェア・統合する

全体共有
（5分間） 全体で対話し、共有するまとめたことを

共有する
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休憩



専門家からの話題提供 1
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国立環境研究所

江守 正多 氏
気候変動の現状
気候変動に関する政府間パネル(IPCC)
が発行する評価報告書の主執筆者



所沢市役所からの話題提供
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マチごとエコタウン推進課

吉田 美由紀
所沢市の現状と
取り組み施策等



専門家からの話題提供 2
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国立環境研究所

小出 瑠 氏
脱炭素型ライフスタイル
私たちのカーボンフットプリント（⇒CO2排
出量の履歴）算定の第一人者
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休憩



話題提供の整理
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小出先生から：
所沢での生活とカーボンフッ
トプリントの関係が明確に

江守先生から：
気候変動を「社会課題」として
捉え、対策することの重要性

現状の所沢市の施策等
4

メガソーラー所沢 1,053kW

■一般廃棄物最終処分場

フロートソーラー所沢 385kW

■調整池の活用

▶市の遊休地の活用

▶売電収入の地域還元
マチごとエコタウン推進基金

市民・事業者等
への補助制度

市の施設の
省エネ改修 等

ごみ焼却熱発電

5,000kW

浄水場
小水力発電

233kW

再エネ施設と地域還元

小中学校屋根貸し
太陽光発電事業

27校 計933kW

自分事として



グループで「対話」する 
グループワークのテーマは

『ゼロカーボンを実現するため
に普段の生活で取り組んだ
方が良いこと』
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グループで「対話」する

1.グループワーク（個人ワーク）（約5分間）

黄色のポストイットに「具体的な取組」を短文
で書いてください。
ポストイットには1つの取組を書いてください。
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グループで「対話」する
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2. グループワーク（グループシェア1）（約15分）

•ポストイットに書いた内容を他メンバーに説明し
ながら、模造紙に張り付けてください。



グループで「対話」する
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3. グループワーク（グループシェア2）（約5分）

•ポストイットを整理し、似ている内容のポスト
イットをグループにまとめてください。



グループで「対話」する
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4. グループワーク（意見交換）（約10分）

•「取り組んだ方が良いこと」を実施する場合の
「課題」を考え、ピンクのポストイットに書き込ん
でください（約3分）。
•ピンクのポストイットに書き込んだ内容をグルー
プ内でシェアしてください（約7分間）。



グループで「対話」する
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5. グループワーク（全体共有）（約10分）

•「取り組んだ方が良いこと」としてグループ化した
ものをシェアしつつ、その中でグループ内での対
話が最も盛り上がったものを紹介してください。

【それぞれのグループから1分間で】



グループで「対話」したことの講評
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国立環境研究所

小出 瑠 氏



マチごとゼロカーボン市民会議の流れ
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第１回
８月２１日

・オリエンテー
ション

・参加者交流
・地球温暖化
について

第２回
９月２５日

テーマ別
グループ討議

２回目以降
の討論テー
マを決定

第３回
１０月２３日

テーマ別
グループ討議

第４回
１１月２７日

テーマ別
グループ討議

第１回目で決めたテーマについて議論
投票に向けて自分の考えを確立させていく

投
票

第５回
１２月１８日

・所沢市の未来
像について

・投票結果共有
・会議全体のふ
りかえり



第2回目以降で対話するテーマ（案）
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省エネ家電・住宅
（住まい）

太陽光発電・その他
（再エネ）

カーシェア/ライドシェア
（地域での連携）

里山の利用/等
（その他）

公共交通機関の利用
（移動）

消費・廃棄・農作物の工夫
（消費・食・農）



グループ内で感想の共有
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感想



次回（第2回）のご案内とお願い
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マチごとゼロカーボン市民会議（第２回）

日時：９月２５日 １３時～１７時（予定）
場所：市役所８階大会議室
内容：本日決定したテーマについて

［お願い］

・お手元のアンケートにご記入をお願いします。
・クオカードをお受け取りの上、受領書にサインをお願
い致します。
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